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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

(1) 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

① 学生の確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

薬学研究科薬科学専攻修士課程の定員の長期的かつ安定的な充足を担保するために、

私立薬科大学（薬学部）の大学院進学状況・定員充足率および立命館大学理系学部の大学

院進学状況を分析し、適正な定員設定を検討することとした。次項「イ」において詳細な分析

結果を述べるが、定員設定の考え方･定員充足の見込みの概要は以下のとおりである。 

 

私立薬科大学（薬学部）の大学院進学状況・定員充足率については、一般社団法人私立

薬科大学協会による資料（資料 1 「平成 29 年度私立薬科大学（薬学部）卒業者進路調（4 年

制）」、資料 2 「薬学部 4 年制学科を有する私立大学の大学院進学状況」、資料 3 「平成 30

年度 私立薬科大学（薬学部）大学院入学志願者調」）および同協会による「平成 30 年度私

立薬科大学（薬学部）大学院入学志願者調」をもとに作成した資料（資料 4 「入学者数ベー

スおよび在籍者ベースの大学別定員充足率」）をもとに分析を行ったが、大学間で大きなばら

つきが見られ、参考値とすることは困難であると判断した。ばらつきの原因は大学個別の事情

によるものと考えられる。 

一方、学部学生の入学者構造が類似する立命館大学理系学部（理工学部、情報理工学部、

生命科学部）の大学院進学率は、2017（平成 29）年度実績で平均 48.7％、うち学内進学者が

91.2％であり（資料 5「2017 年度立命館大学理系学部の大学院進学状況」）、このデータを基

礎として定員を設定することとした。 

本学薬学部創薬科学学科設置以降の過去 4 年間の平均在籍学生者数は約 53 人である（4

年次生: 33 人、3 年次生: 44 人、2 年次生: 80 人、1 年次生: 54 人。年次進行保留（いわゆる

留年者）を含む）。これら約 53 人の大学院進学率を上記立命館大学理系学部の大学院進学

率から約 45％とし、うち他大学大学院への進学を約 10％と仮定すると、入学定員 20 人を充

足するのは可能と考えた。 

さらに、入学者の主な母体となる本学薬学部創薬科学科の在籍学生に向けて、入学希望等

についてのアンケート調査を行ったところ、大学院への進学を希望する者（Q2 の回答「ぜひと

も入学したい」「合格した場合、併願大学の結果によっては入学したい」の計）は全体の

81.8％であり（資料 6 「立命館大学大学院薬学研究科薬科学専攻（仮称）修士課程に関する

アンケート調査」 p.6）、このことからも入学定員を確実に充足できると見込んでいる。 

なお、グローバル教養学部グローバル教養学科（入学定員 100 人）において定員超過率が

0.7 倍未満となっているが、同学部の入学定員は 9 月入学の募集人員を含むためであり（ただ
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し学期ごとの入学定員は設けていない）、安定的な学生確保の見通しがあることから、定員設

定は適切である（「立命館大学グローバル教養学部設置届出書」平成 30 年 5 月 29 日参照）。 

 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

(1) 私立薬科大学（薬学部）の大学院進学状況 

一般社団法人私立薬科大学協会による「平成 29 年度私立薬科大学（薬学部）卒業者進路

調（4 年制）」（資料 1）より、薬学部 4 年制学科を有する私立大学の大学院平均進学率の試算

を行った（資料 2 「薬学部 4 年制学科を有する私立大学の大学院進学状況」）。大学院進学

率の平均は 53.6％であるが、卒業者に対する進学率は 4.1％～92.3％と大学ごとに大きく異

なり、学生の進路に対する志向など個別の事情が影響しているものと考えられる。 

また、同協会による「平成30年度 私立薬科大学（薬学部）大学院入学志願者調」（資料3）

から入学定員充足率および収容定員充足率を計算した（資料 4 「入学者数ベースおよび在

籍者ベースの大学別定員充足率」）。入学定員充足率および収容定員充足率の平均はそれ

ぞれ 92.4％（充足率は 0.0％～185.0％）、83.8％（同 0.0％～195.0％）であるが、上記の進学

率同様、大学間で大きなばらつきが見られた。 

上記 2 つの結果から、大学ごとに個別の要素の影響が大きいため、他大学の定員充足率

を参考値として採用することは困難であると判断した。 

 

(2) 立命館大学理系学部の大学院進学状況 

本学理系学部（理工学部、情報理工学部、生命科学部）での大学院修士課程進学率は、

2017（平成 29）年度実績で理工学部が 50.4％、情報理工学部が 39.3％、生命科学部が

56.9％である（資料 5 「2017 年度立命館大学理系学部の大学院進学状況」。薬学部におい

ては大学院に 4 年制博士課程のみを設置するため対象外とした）。3 学部の大学院進学率の

平均が 48.7％である。 

一方、大学院進学者のうち、所属学部を基礎とする大学院への学内進学率の平均は、

91.2％（理工学部： 91.4％、情報理工学部： 96.3％、生命科学部: 85.8％）、他大学大学院

への進学率の平均は 8.8％であり、本学においては、学部に接続する大学院への進学率が

高い状況にある（資料 5 「2017 年度立命館大学理系学部の大学院進学状況」）。 

前述の(1)の結果と合わせ、今次の定員設定においては、学部学生の入学状況が類似する

本学理系学部の傾向を採用することとした。 

 

(3) 本学薬学部創薬科学科在学生を対象としたアンケート 

定員充足の見込みを検討するにあたり、薬学研究科薬科学専攻修士課程の初年度入学

者の主な母体となる本学薬学部創薬科学科 3 年次生 44 人を対象としたアンケート調査を
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2018（平成 30）年 11 月下旬に実施した。実施にあたっては「立命館大学大学院薬学研究科

薬科学専攻（仮称）修士課程について」において、①設置の理念と養成する人材像、②設置

予定の専攻・学位の名称、③開設年度、④定員、⑤学費、⑥人材育成目的、⑦カリキュラム、

⑧履修モデルを明示するとともに、補足資料を用いて担当教員より解説を行った。アンケート

分析の結果は、以下のとおりである（資料 6 「立命館大学大学院薬学研究科薬科学専攻（仮

称）修士課程に関するアンケート調査」、以下、「資料 6」。なお同資料で「3 回生」とあるのは「3

年次生」のことである）。 

 

1) 学部卒業後の進路 

2018（平成 30）年度に本学薬学部創薬科学科の 3 年次生（在学生数 44 人）に行った学部

卒業後の希望進路の上記アンケート調査では、大学院進学希望が圧倒的に多く、Q1 で「薬

学研究科薬科学専攻（仮称）修士課程」に「興味がある」と回答した学生が 34 人（77.3％）、

「すこし興味がある」が 3 人（6.8％）で、新設する専攻に関する期待や関心が高いことがうかが

われた（資料 6 p.3）。本学薬学部において低年次から大学院進学の意識付けを行っている

ことの効果があったものと思われる。また、志望理由についての質問 Q3（複数回答可）につい

ては、「創薬科学について学修・研究を深めたいから」（26 人、在学生全体の 59.1％）と、｢将

来、研究者を目指しているから｣（18 人、在学生全体の 40.9％）が主な回答であり、大学院進

学への高い意欲が見られた（資料 6 p.4）。本専攻修了後の希望進路を問う Q4 の回答（複数

回答可）は、「高度な専門知識と研究力を活かし、製薬会社や化学メーカーの研究・開発部門

で活躍を目指す」、「国家や自治団体の衛生行政部門や企業等の医療情報部門で活躍を目

指す」、「博士後期課程にてさらに研究を発展させ、薬学部教員やアカデミアでの研究職を目

指す」とする順に多く、それぞれ 30 人（68.2％）、4 人（9.1％）、2 人（4.5％）であり、自身のキャ

リアプランと重ねて大学院進学を考慮していることがわかった（資料 6 p.5）。 

 

2) 入学希望 

2018（平成 30）年度に本学薬学部創薬科学科の 3 年次生（在学生数 44 人）に行った大学

院進学に関するアンケート調査では、Q2 で本学薬学研究科薬科学専攻（仮称）修士課程へ

の進学を強く希望する学生（「ぜひとも入学したい」）が 23 人（52.3％）であり、さらに 13 人

（29.5％）が進学先の一つとして検討している（「合格した場合、併願大学の結果によっては入

学したい」）との回答であった（資料 6 p.6）。前述のイ-(2)では、本学理系学部の 2017（平成

29）年度の学内進学の状況をあげたが、他方で他大学への進学率の平均は 8.8％であるため、

「合格した場合、併願大学の結果によっては入学したい」と回答した者のうち、一定数は本学

薬学研究科薬科学専攻修士課程に入学することも想定している。以上のことから、入学定員

の 20 人を学内進学者で充足する見込みが十分にある。 
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2018（平成 30）年 11 月のアンケート実施の際に、本学薬学研究科薬科学専攻（仮称）修士

課程進学に関する説明会を開催し、ここでは 3 年次学生 44 人の出席があり、上記 23 人の進

学意志を確認した。このほか、アドミッションポリシーと入試形態、入試実施時期の予定を周知

する説明会に加え、薬学部の卒業研究室でも適宜、指導教員を通じて新設する専攻の情報

を提供している。今後も、進学希望学生に向けてより詳細な情報を提供していくことにより、進

学希望者が確実に本専攻を受験することにつながると考える。 

 

(4) 理系学生と理系大学院学生を対象とした学外アンケート 

株式会社 NTT ドコモのプレミアパネルサービスを利用し、本学薬学研究科薬科学専攻（仮

称）修士課程に関する web アンケートを、全国の学部 3、4 年次生および学部 4 年次生・大学

院博士課程前期課程（修士課程）1 年次生を対象として行った。同アンケートのうち、理系学

生 3、4 年次生に対しての「あなたは、立命館大学の「薬学研究科修士課程」について、関心

はありますか？」という質問 Q2 については、「興味がある」との回答が 138 人（理系の全回答

者数 1,156 人の 11.9％）、「すこし興味がある」が 312 人（27.0％）で、そのうち、Q3 で「ぜひと

も入学したい」、「合格した場合、併願大学の結果によっては入学したい」とする回答が、それ

ぞれ 37 人（3.2％）、125 人（10.8％）であり、新設する専攻に対する高い関心を裏付ける結果

がえられた（資料 6 p.11、12）。 

また、理系大学院 1 年次生とすでに進路が内定した理系学生 4 年次生に対しての「あなた

は、立命館大学「薬学研究科薬科学専攻修士課程」に転入学したいと思いますか？」とする

質問 Q6（理系の全回答者数 766 人）には、23 人（全回答者数の 3.0％）から「ぜひとも入学し

たい」とする回答がえられた（資料 6 p.22）。大学院転入学のメリットについては、Q4 で「講義

や研究を通じ、知識を広げることができる」（24.0％）、「興味や関心のある講義や研究にふれ

る事ができる」（23.4％）、「自身の研究活動をさらに発展できる」（20.3％）といった教育・研究

上の発展を期待する声が多かった。「将来の進路選択の幅が広がる」（14.9％）、「就職に有利

であると考える」（8.3％）とする卒業後のキャリアパスを意識した回答に加え、「博士後期課程

への進学意欲促進につながる」（8.4％）と位置付ける回答が多いことが特徴である（資料 6 

p.20）。 

なお、本アンケートの実施にあたっては、本学薬学部創薬科学科在学生を対象としたアン

ケートと同様に、薬学研究科薬科学専攻（仮称）修士課程の①設置の理念と養成する人材像、

②設置予定の専攻・学位の名称、③開設年度、④定員、⑤学費、⑥人材育成目的、⑦カリキ

ュラム、⑧履修モデル、の案を明示している。 

 

ウ 学生納付金の設定の考え方 

学生納付金については、入学定員が同規模の大学の薬学研究科薬科学専攻博士前期課
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程の学生納付金、既設の 4 年制学科を基礎とする私立大学薬系大学院の学生納付金、さら

に本学大学院他研究科の学生納付金を参照した（資料 7 「入学定員が同規模の大学の薬

学研究科博士課程前期課程の学費･立命館大学理系大学院の学費」）。また、学内での学生

納付金決定の方法も勘案しながら、上記資料 7 下表の本専攻の入学金、学生納付金を設定

した。立命館大学大学院の学生納付金は、研究科ごとに差があるものの、薬学研究科薬科

学専攻は現在の他研究科の学生納付金と同水準の設定となっている。 

 

②学生確保に向けた具体的な取組状況 

ア 2018（平成 30）年度までの取組 

薬学研究科薬科学専攻修士課程の設置構想を行う過程で、学生が一堂に会する機会を利

用して、適宜、進路ガイダンスを行った。大学院進学の重要性、就職との関係性など基礎的な

情報に加え、立命館大学内の他研究科の事例などを引用しながら、教育内容・学費の目安・入

試の仕組みの説明を行った。2018（平成 30）年 11 月の説明会には 3 年次の在学生 44 人全員

が出席し、説明会時の調査で、出席者の 52.3％にのぼる 23 人が本学薬学研究科薬科学専攻

修士課程の受験･入学を強く希望していることを確認した。学生が進路について保護者等と本格

的に相談すると想定される時期に説明会を開催することが重要と考え、3 月の後期成績発表ガ

イダンス時に上記学内進学者向けに、カリキュラム、研究分野をはじめとするより詳細な情報をも

ととした進学希望者向け説明会を行った。 

また、継続的な学生確保の観点から、学部パンフレット・ホームページにも学部卒業後に大学

院へ進学するイメージを喚起できるよう学びのフロー図などに大学院項目を追加すべく準備を

行った。 

なお、各種広報活動に関しては、「設置構想中」である旨を必ず明示しており、内容は予定で

あり変更する可能性について、周知を徹底した広報を行っている。 

 

イ 2019（平成 31）年度における取組予定 

2018（平成 30）年度までの広報活動と同様に、学内関係部署の密接な連携のもとに組織的な

広報活動に取組む。また、薬学研究科薬科学専攻修士課程の設置認可後には、学外からの学

生募集とともに社会的認知を向上させるためにも、人材育成目的、研究内容やカリキュラム等に

ついての広報活動を実施する。 

具体的にはホームページを中心に情報提供を行うとともに、リーフレットやポスターを作成し、

薬学・化学関連の学部を持つ大学へ送付を行う。 

また、継続的な定員充足の観点からも、学部生募集の時点からの周知も重要であると考えら

れるため、高等学校の進路指導室への訪問や、オープンキャンパス、入試相談会等で学部受

験生へ直接説明を行う。また、附属校と連携した研究室訪問（体験）等の取組においても、「薬を
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生み出す創薬研究者」となるためには、修士課程での研究や学修が不可欠であることを伝えて

ゆく。 

あわせて、大学院案内パンフレットや大学の入試サイトへの掲載、ホームページのさらなる充

実も図る。 

 

(2)人材需要の動向等社会の要請 

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

「設置の趣旨等を記載した書類」でも述べたとおり、2006（平成 18）年 4 月に学校教育法、薬

剤師法が改正され、日本の薬学教育は、「医療現場で活躍する薬剤師」を養成する 6 年制学士

課程と、薬学基礎系として従来からの「薬を生み出す創薬研究者」を養成する 4 年制学士課程

の 2 つの薬学教育課程に再編された。両者においては、この再編に至った経緯からその人材

育成目標が大きく異なり、4 年制課程は、医薬品の創製、開発、生産、さらには食品・化粧品、

環境や衛生分野などの薬学関連領域での研究及び教育に従事する人材養成を目指すのに対

し、6 年制課程では、薬物の適正使用に求められる知識・技能の習得とその進歩を担う薬剤師、

さらには医療薬学分野の研究者の養成が目的とされた。 

この再編がなされて以来、医療人としての薬剤師の質的向上とその地位の向上を目指した 6

年制学士課程が着実に成果をあげる一方で、当初は予想されていなかった問題も生じてきた。

すなわち、2006（平成 18）年の新課程の開始にあたり、全国の私立大学薬学部・薬科大学が一

斉に 6 年生課程にかじを切った結果、4 年制と 6 年制の学生定員に大きな偏りが生じ、明治以

来日本の薬学教育システムが担ってきた「薬を生み出す創薬研究者」の育成という今一つの重

要な役割を果たすことが困難になってきたのである。 

このような状況を受け、本学では、2008（平成 20）年に開設した 6 年制学士課程に加え、2015

（平成 27）年に 4 年制学士課程である創薬科学科を設置した。本学科においては、「薬を中心

に据えた」人の健康に関わる自然科学を基盤とし、医薬品の創製と分析、環境因子と人体への

影響、疾病と薬物治療など多方面にわたる「学際的な薬学」の専門知識と技術の習得を通じ、

医薬品創製の分野で社会に貢献できる人材育成を目指し、教育を行ってきた。 

しかしながら、「薬を生み出す創薬研究者」として医薬品創製の分野で社会に貢献するために

は、学部レベルの専門知識・技術では十分ではなく、さらに大学院レベルでの教育を受け、問

題発見・解決能力、論理的思考能力を鍛える必要がある。 

そこで、本学では 4 年制学士課程である創薬科学科に接続する大学院薬学研究科薬科学専

攻修士課程を設置することとした。本専攻では、幅広い薬科学研究分野を対象とし、専攻内に

薬品分子創製化学、生体分子解析学、薬物動態解析学、生体機能薬学、薬物作用解析学の 5

つの分野を設定して専門分野に応じた基盤的な知識及び先端的な研究技術が取得できる教育

体制とした。薬品分子創製化学分野は有機化学、天然物化学を、生体分子解析学分野は物理
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化学、分析化学、衛生化学を、薬物動態解析学分野は薬剤学、製剤学、安全性評価学を、生

体機能薬学分野は生化学、衛生化学を、薬物作用解析学分野は薬理学、有効性評価学を基

盤とする。 

これらの研究分野を履修する学生が、修了時点において学生が身につけるべき能力（教育目

標）として以下に示す教育目標を定めた。 

 

＜教育目標＞ 

 薬学および生命科学領域の知識を基礎として、医薬品等の創製を中心とした薬科学の

専門知識を有する。 

 高い倫理観を持って医薬品等の研究開発や教育研究、衛生行政に貢献できるような、

問題発見・解決能力、論理的思考能力を有する。 

 日本語で論理的な学術論文の作成やプレゼンテーションができる。 

 国際社会で活躍するために、薬科学分野の専門知識を用いた英語での基本的なコミュ

ニケーションができる。 

 

②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

近年、創薬研究の需要はますます増大する一方であり、日本再興戦略（平成 25 年 6 月閣議

決定）において、医療関連産業は、日本が国際的に強みを持ち、グローバル市場での成長が期

待できる戦略分野と認知されたのに引き続き、2015（平成 27）年 6 月に厚生労働省より出された

国際薬事規制調和戦略においても、日本の強みを生かした医薬品開発環境の整備やレギュラト

リーサイエンスの更なる環境整備を通じて、国際社会の保健衛生向上への一層の貢献が訴えら

れている。 

先に述べたこととも重なるが、他大学 4 年制課程卒業生の進路状況（資料 8 「一般社団法人

薬学教育協議会 平成 30 年 3 月薬系大学卒業生・大学院修了者就職動向調査の集計報告」

第 7 表）を見てみると、平成 29 年 3 月時点の私立大学薬学部・薬科大学 4 年制学士課程卒業

生 1,458 人中 320 人（21.9％）が就職するが、そのうち医薬品関連企業の研究、試験、製造部門

に就職できた学生は 33 人であり（同第 8 表）、就職者の 10.3％に過ぎない。これとは対照的に、

同調査が発表した修士課程修了後の進路概況によると（同第 16 表）、私立大学同課程修了者

265 人はその 84.5％が就職し、医薬品関連企業の研究・開発部門へは 93 人（41.5％）、関連の

化学・食品等企業研究部門を合わせると、希望の研究・開発部門に就職を果した学生 136 人は

就職者合計 224 人の 60.7％に達し、医薬品関連企業の研究･開発部門への就職には修士レベ

ルの専門知識と技術の習得が不可欠であることがわかる。 

また他方で、これら大多数の修士課程修了者が目指す医薬品関連企業には、元来大阪発祥

の企業が多いことが知られ、現在も武田薬品工業株式会社、大日本住友製薬株式会社、塩野
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義製薬株式会社、小野薬品工業株式会社などの国内大手企業に加え、アストラゼネカ株式会

社、バイエル薬品株式会社などの外資系企業が大阪市に本社をおく。また本社の立地と物流の

関係から、大阪府や滋賀県を中心とする近畿圏に研究所や工場を持つ企業が多くを占め、他業

種に比べ京滋、阪神を拠点として事業展開する企業の割合が多い（資料9 「医薬品企業売上高

トップ 20 社の本社･研究所･工場の所在地」）。 

興味深いことに、これら医薬品関連企業に創薬人材を供給する立場にある薬学系の修士課

程は 56 私立大学薬学部・薬科大学のうち 21 大学に設置されているに過ぎず、しかもその総入

学定員 389 人のうち 5 大学の 5 研究科を合わせて 75 人（19.3％）が西日本にあるのみで、東日

本地域における偏在が著しい（資料 10 「文部科学省 薬学系大学院専攻別一覧（平成 30 年

度）」）。このような状況下、滋賀県唯一の薬学部を擁する本学が、「薬科学の専門知識および研

究力を備え、研究機関、教育機関、産業界、衛生行政等に貢献できる人材を育成すること」を人

材育成目的とする薬学研究科薬科学専攻修士課程を設置することは、この創薬人材の地域的

偏在性改善に有効であるばかりか、関西を主たる基盤の一つとする医療関連産業に対し恒常的

に質の高い人材の供給を可能にすることから、現今の創薬人材の払底に対する社会的要請に

応え、日本再興に貢献する観点からも意義深いと考える。 

 

 製薬関連企業へのアンケート結果 

上述のような社会的、地域的な人材需要について、より具体的な分析を行うため、学生の主な

就職先となると考えられる製薬関連企業へアンケート調査（2017（平成 29）年 12 月）を行った。

対象とした企業は、滋賀県薬業協会会員企業 27 社、大阪医薬品協会会員企業 298 社、日本

製薬工業協会会員企業 50 社の計 375 社であり、回答は無記名とした。回答数は 119 社、回答

率は 31.7％であった（資料 11 「立命館大学大学院薬学研究科薬科学専攻（仮称）修士課程に

ついてのアンケート結果（医薬品関連企業人事ご担当者向け）」）。 

 

(1) 修士課程修了者の企業需要･評価 

薬学系修士課程修了者の人材需要に関して、「薬学系の修士課程を修了した人材は御社

にとって必要ですか？」、「薬学系の修士課程を修了した人材が増えることは望ましいと思い

ますか？」という質問を行った。前者に関しては、「そう思う」(59.0％）と「ややそう思う」（21.4％）

をあわせて 80.4％、後者についても「そう思う」(42.4％）と「ややそう思う」（28.8％）をあわせて

71.2％と、修士課程修了者の需要が高いことがあらためて確認された。 

採用後の社内での評価について「御社において、薬学系の修士課程を修了していることは

強みになりますか？」という質問で確認を行ったところ、「そう思う」(53.4％）と「ややそう思う」

（28.0％）をあわせて 81.4％であり、修士課程を修了し研究力を備えた者の評価が高いことが

わかった。 
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また、薬学系の修士課程修了者が強みとなる分野については、割合が高いものから順に開

発職（32.6％）、研究職（27.5％）、学術職（17.0％）、医薬情報担当者（16.1％）の順となり、一

般社団法人薬学教育協議会による「平成 30 年 3 月薬系大学卒業生・大学院修了者就職動

向調査の集計報告」（前掲資料 8）の結果と一致していると言える。 

 

(2) 薬学研究科薬科学専攻修士課程に対する評価・採用希望 

構想中の薬学研究科薬科学専攻修士課程の企業からの評価について調査を行った。 

「修了後の進路がイメージし易い。」という質問では、「そう思う」(28.2％）と「ややそう思う」

（40.2％）をあわせて 68.4％、「将来性がある。」という質問では、「そう思う」(30.5％）と「ややそ

う思う」（44.1％）をあわせて 74.6％であった。「輩出する人材(修了後)は、これからの社会にお

いて需要が高い」という質問では、「そう思う」(36.8％）と「ややそう思う」（39.3％）をあわせて

76.1％、「就職に有利である。」という質問では、「そう思う」(26.5％）と「ややそう思う」（38.5％）

をあわせて 65.0％であった。 

また修了生の採用希望についての質問では、「採用したい」（33.1％）・「採用を検討したい」

(38.1％）をあわせて 71.2％であった。 

 

以上のことから、いずれの質問についても高い評価を得ることができ、本学薬学研究科薬

科学専攻修士課程の人材育成目的に沿って育成した人材について、需要があることは明ら

かである。 



資料1： ・・・ p.1

資料2： ・・・ p.3

資料3： ・・・ p.5

資料4： ・・・ p.7

資料5： ・・・ p.9

資料6： ・・・ p.11

資料7： ・・・ p.41

資料8： ・・・ p.43

資料9： ・・・ p.47

資料10： ・・・ p.49

資料11： ・・・ p.51立命館大学大学院薬学研究科薬科学専攻（仮称）修士課程につ
いてのアンケート結果（医薬品関連企業人事ご担当者向け）

文部科学省 薬学系大学院専攻別一覧（平成30年度）

一般社団法人私立薬科大学協会 平成29年度私立薬科大学（薬
学部）卒業者進路調（4年制）

医薬品企業売上高トップ20社の本社･研究所･工場の所在地

立命館大学大学院薬学研究科薬科学専攻（仮称）修士課程に関
するアンケート調査

入学定員が同規模の大学の薬学研究科博士課程前期課程の学
費･立命館大学理系大学院の学費

資　料　目　次

2017年度立命館大学理系学部の大学院進学状況

入学者数ベースおよび在籍者ベースの大学別定員充足率

一般社団法人薬学教育協議会 平成30年3月薬系大学卒業生・
大学院修了者就職動向調査の集計報告

一般社団法人私立薬科大学協会 平成30年度　私立薬科大学
（薬学部）大学院入学志願者調

薬学部4年制学科を有する私立大学の大学院進学状況



 
 

１．書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料１ 

一般社団法人私立薬科大学協会 平成 29 年度私立薬科大学（薬学部）卒業者進路

調（4 年制）（1 ページ） 

２．出典 

  一般社団法人私立薬科大学協会 

３．引用元 

「日本私立薬科大学協会だより」第 92 号 平成 30 年 11 月 96－97 ページ 

  



 
 

１．書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料２ 

薬学部 4 年制学科を有する私立大学の大学院進学状況（３ページ） 

２．出典 

  一般社団法人私立薬科大学協会 

３．引用元 

「日本私立薬科大学協会だより」第 92 号 平成 30 年 11 月 96－97 ページ 

４．説明 

著作物を抜粋し、進学率を集計した。また、学部卒業生数が本学と同規模の大

学は「*」を付した。 

 

  



 
 

 

１．書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料３ 

 一般社団法人私立薬科大学協会 平成 30 年度 私立薬科大学（薬学部）大学院

入学志願者調（5 ページ） 

２．出典 

  一般社団法人私立薬科大学協会 

３．引用元 

「日本私立薬科大学協会だより」第 92 号 平成 30 年 11 月 86－87 ページ 

  



 
 

１．書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料４ 

 入学者数ベースおよび在籍者ベースの大学別定員充足率（７ページ） 

２．出典 

  一般社団法人私立薬科大学協会 

３．引用元 

「日本私立薬科大学協会だより」第 92 号 平成 30 年 11 月 86－87 ページ 

４．説明 

著作物を抜粋し、定員充足率を集計した。また、学部卒業生数が本学と同規模

の大学は「*」を付した。 
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39



40



41
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１．書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料８ 

 一般社団法人薬学教育協議会 平成 30 年 3 月薬系大学卒業生・大学院修了者就

職動向調査の集計報告（43 ページ） 

２．出典 

  一般社団法人薬学教育協議会 

３．引用元 

一般社団法人薬学教育協議会 平成 30 年 3 月薬系大学卒業生・大学院修了者就職

動向調査の集計報告（抜粋）（第７表、第８表、第 16 表） 

http://yaku-kyou.org/wp/wp-

content/uploads/2018/11/281c0618c8371b7606f7a9c068d029c9.pdf 

  



 
 

１．書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料９ 

 医薬品企業売上高トップ 20 社の本社･研究所･工場の所在地（47 ページ） 

２．出典 

  日本経済新聞社 

３．引用元 

医薬品企業売上高トップ 20 社の本社・研究所・工場の所在地 

https://www.nikkei.com/markets/ranking/page/?bd=uriage&ba=0&Gcode=09

&hm=1 

４．説明 

著作物のデータをもとに各社ホームページを参照し、一覧表を作成した。ま

た、所在地が近畿圏のものには下線を付した。 



 
 

１．書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料 10 

 文部科学省 薬学系大学院専攻別一覧（平成 30 年度）（49 ページ） 

２．出典 

  文部科学省 

３．引用元 

文部科学省 薬学系大学院専攻別一覧（平成 30 年度） 

http://www.mext.go.jp/a_menu/01_d/08091815.htm 

４．説明 

2018（平成 30）年 10 月頃に上記ページのリンクから 2018（平成 30）年度版デ

ータを引用した（2019（令和元）年 9 月 3 日現在、引用した資料は上記 URL に

おいて 2019（令和元）年度版に更新されている）。 
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